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システム開発の取り組み
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NTTデータグループのAIへの取り組み

お客様のAIを活用した業務変革の実現に向けて

「積極的なAI活用の推進」 と 「AIガバナンスの徹底」 の両輪で取り組む。

主要プレイヤーとの
戦略的

パートナーシップ

AIを活用した業務変革の実現

推進と統制の両輪からサポート

技術アセットの
整備

先進顧客との事例創出

自社ValueChain変革

システム開発の
効率化

当社社内の
OA業務変革

積極的なAI 活用の推進 AIガバナンスの徹底

顧客ValueChain変革

お客様の
業務改善
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生成AIの取り組みを拡大させるため、アセットを開発、商用展開

NTTデータのAIの取り組みの歴史

MIT Media Lab

と共同でLLMの

レポートを発行

GPT-3利用の

内部アプリケー

ションを開発

Microsoft

との協業開始

2020/02

GPT-3

リリース

2021/06 2021/09 2022/01

お客様と様々なユースケースで

PoCや実案件適用を実施

2022/05～ 2023/6

全社横断組織の

設立

IDP
ナレッジマネジメント

チャットボットAI コード生成・変換
インテリジェント
マネージドサービス
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AIを活用した業務変革の実現

自社のValue Chainの変革
ソフトウェア開発分野へAIを適用

お客様のValue Chainの変革
顧客との協創を推進

戦略・ガバナンス
AI活用に向けたグローバルガバナンスの対応
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AI技術のソフトウェア開発分野への適用

各工程で生成AIの活用を検証し、システム開発案件へ適用する。

要件定義工程
ユーザーの要求を
生成AIで分析

設計工程
ソースコードから
設計情報を復元

製造工程
既存資産の

マイグレーション

テスト工程
設計情報から

テストシナリオを作成



© 2024 NTT DATA GROUP Corporation 8

AI技術の適用にあたっての考え方

更改

新規
機能追加

共通

■プロジェクトタイプ×工程軸

■適用言語軸

オープン ホスト 基盤

COBOL
アセンブラ
JCL ほか

Java、C、.Net
HTML
SQL ほか

基盤系言語

■AI活用術軸

そのまま
プロンプト

エンジニアリング

RAG

外部情報付加

ファイン
チューニング

(業界特化等)

複数モデル

組み合わせ

上流工程 テスト製造

要求
分析

設計 結合 総合計画製造 単体

プログラムコード変換

設計書作成補助 テストに関する生成AI活用
強化テスト項目作成やリファクタ指示など

プログラムコード生成

試験実施～評価

テスト
計画

作成補助

テスト
コード生成

設計書からのコード自動生成

脆弱性対応調査

テスト
コード修正

マネジメント

品質 進
捗

リ
ス
ク

計画

バグ
記録
補助

品質
分析
補助

計画
作成補助

PJ状況
モニタリング

維持・保守 仕様・設計
情報復元

類似バグ
検索
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AI技術を活用したソフトウェア開発生産性の革新

ソフトウェア開発の各工程に活用できる AI ツールが登場してきている。

当社では開発工程全体の抜本的な生産性革新に向け、アセット整備・展開をグローバルで推進。

ソリューション名、分類 主な特徴

ChatGPT ChatGPT 活用による各工程の開発生産性の向上

Bimac AI の活用よるテストの自動化、品質エンジニアリング

Coding by
NTT DATA

OpenAI を活用した既存資産のマイグレーション

プログラム合成
SQL の自動合成技術を活用した既存コード資産の
モダナイズ

Tabnine
OSSライセンスやオンプレ運用に配慮した
AI コーディングツール

tsuzumi 主にLegacyコードに対する生成AI活用を想定

プロジェクトマネジメント 品質管理や報告業務などのPM業務を生成AIで高度化
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Coding by NTT DATAとは？

開発プロジェクト固有のプロンプトを共通的に管理・適用。ＳＷ資材のマイグレーションや刷新に適

している。共通プロンプトテンプレートをベースに、お客様独自の情報を追記して変換精度を向上

「良い変換例」を

プロンプトへ反映し

変換精度を向上させる

変換前ソース

Translate this **** code to ****

Here are examples of translation
#Before
変換前言語の一般的な記載
お客様独自コーディング規約
お客様独自ライブラリに関する記載 等

...
#After
変換後言語の一般的な記載
お客様独自の変換後言語のコーディング規約
お客様独自の変換後言語のライブラリに関する記載 等

...

#Before

#After

AIへの指示（プロンプト）

プロンプト
テンプレート

結合

変換後ソース

変換前ソース
• 大規模言語モデルが「翻訳」した

結果を確認（テスト）

• 意図に沿わない変換が行われて

いた場合は人手で修正

例）お客様にて独自関数を多数保持

お客様独自コーディング規約を保持等

GPT-4

OpenAI Service

Azure

PJ固有の指示
コーディング規約や独自ライブ
ラリ等の変換指示などを、

NTTデータIPの共通部分に追
記・更新して変換精度を向上

メンテナンス
担当者
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航空券予約システムの Java 8 から Java 17 へのバージョンアップ作業を生成 AI で実施。

手作業と比較して高い生産性を実現。

生成AI

「良い変換例」を

プロンプトへ反映し

変換精度を向上させる
メンテナンス
担当者

Translation from Java 8 to Java 17

Here are examples of translation

プロンプト (AIへの指示)

変換前ソース
(Java 8)

プロンプト
テンプレート

結合

変換後ソース
(Java 17)

LLM

import org.joda.time.DateTime; ...

#Java 8

#Java 17

import java.time.LocalDateTime; ... 

#Java 8

package jp.co.ntt.atrs.domain.com;

import org.joda.time.DateTime;
import org.joda.time.Interval;
...

変換前ソース

変換指示、コーディング規約、
「良い変換例」などを記載

0

50

100

150

200

250

手作業
#Java 17

AI Coding

修正作業 確認作業

生成 AI の活用により
修正にかかる時間を大幅に削減

作業時間の比較結果
全量約16,000Step
の約5%に非互換あり

修正要

NTTデータ事例 ～航空券予約システムにおける Javaバージョンアップ～



© 2024 NTT DATA GROUP Corporation 12

生成AI（GPT等）は、学習元としてGitHub上に登録されているOSSのソースコードを学習元として利用している。

このOSSソースコードにはモダンな言語（JavaやPython等）のコードは豊富に登録されているが、COBOLやPL/I
といったレガシーコードは登録がほとんどなく学習データが不足しているため、レガシーコードに対する精度が低い。

OpenAI Codex
GPTモデル

生成AIのレガシーコードへの活用における課題

Azure OpenAI
Service

変換元コード

出力
（変換後コード）

OSS
リポジトリ

登録

学習

大規模言語
モデルを提供

言語変換

モダナイゼーション
プロジェクト

元コード生成者

開発

GitHub

OSSコードを
OpenAI に提供

OSSコードをもとに
ソースコードの生成が可能な
大規模言語モデルを構築

学習元
OSSコード

COBOLやPL/Iといった
コード登録が少ない

COBOLやPL/Iといった
コードの学習量が少なく精度が悪い

OpenAI

Microsoft
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NTT版生成AI ：軽量・特化型LLM 「tsuzumi」

マルチモーダル軽量 高性能 柔軟なカスタマイズ

GPT-3（175B）の

1/300

専門知識をもった
小さなLLM

言語学習データの
質と量を向上

日本語は
GPT-3よりも
優秀

英語は

主要製品と
同等レベル

0.6～7B ファイルと画像

言語

プロンプト
エンジニアリング

ファイン
チューニング

アダプタ
チューニング

プロンプトに
金融関連情報を付加

画像アダプタ
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プロジェクト管理の新たな姿

情報収集・情報の可視化・モニタリング・継続的改善にBI・AI・関連技術を適用。

PJ管理の効率化・高度化を目指す。

チケット起票
CICD
Excel管理簿

PJ炎上アラート

リアルタイムなPJ状況モニタリング
定例を待たずに分かる

育成

成長

新人PMO
開発者

AIエンジン

品質分析補助

データ収集・統合・変換

ベテランPMO

高度人材教育によ
る重要な分析・判
断ができる
人財の育成

BIプラットフォーム

AIによる
判断・モニタリングの

サポート

BIによる
情報可視化・
分析のサポート

チケット管理ツール
• Redmine
• Azure DevOps

Excel管理簿

• git
• sonarQube

Power BI
Tableau

Excel
管理簿

ETL処理により
人間がやらなくて良い

ことを自動化

チケット管理ツール
による

統一された形式で
データを蓄積
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バグチケットの報告文書をチェックするAIを導入し、チケット差戻に係る工数を大幅に削減

バグチケット
起票

バグ発生

一次解析

二次解析

バグチケット
クローズ

改修・試験・
リリース

チケット内容確認

精度向上により
差戻・滞留減少

課題
マイグレ開発の試験で、類似バグの大量発生が予測される。
バグチケットの精度が悪いと、差戻・滞留が発生し工数増加リスク。
バグチケットの精度向上と同件起票を抑制する必要がある。

改善内容
バグ対応時の各プロセスにおいて、AIによるバグチケットの報告文書チェックと
レコメンドを導入し、精度を向上させる。

改善効果
AIの報告文書チェックを導入し、バグチケット起票時の
差戻の割合が減少、差戻に係る工数も大幅に削減

※レコメンド機能は現在開発中

PJ担当者

報告文書チェック
類似バグレコメンド※

ディスパッチ先
レコメンド※

非バグ判定
レコメンド※

報告文書チェック

PJ管理サポート
AI

ユースケース例：PJ管理高度化
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今後について

更改

新規
機能追加

共通

■プロジェクトタイプ×工程軸

■適用言語軸

オープン ホスト 基盤

COBOL
アセンブラ
JCL ほか

Java、C、.Net
HTML
SQL ほか

基盤系言語

■AI活用術軸

そのまま
プロンプト

エンジニアリング

RAG

外部情報付加

ファイン
チューニング

(業界特化等)

複数モデル

組み合わせ

上流工程 テスト製造

要求
分析

設計 結合 総合計画製造 単体

プログラムコード変換

設計書作成補助 テストに関する生成AI活用
強化テスト項目作成やリファクタ指示など

プログラムコード生成

試験実施～評価

テスト
計画

作成補助

テスト
コード生成

設計書からのコード自動生成

脆弱性対応調査

テスト
コード修正

マネジメント

品質 進
捗

リ
ス
ク

計画

バグ
記録
補助

品質
分析
補助

計画
作成補助

PJ状況
モニタリング

維持・保守 仕様・設計
情報復元

類似バグ
検索

適用言語の拡張 活用術の拡張

工程・プロジェクトタイプの拡張
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0２
ユーザ企業との
新たな契約形態




